
令和８年度こども・どこでも居場所づくり助成金　助成決定団体一覧
公益財団法人仙台こども財団

No 団体名 活動名
助成対象
活動

交付額 活動内容

1 まんぷくキッチン みなさん、ご一緒に！ 拡充活動 50,000円
従来のこども食堂での食事提供やコンサート等の活動に加え、多世代が参加するゲームや運動などの交
流活動を実施し、世代を超えてつながり合える双方向コミュニケーションの場をつくる。

2 仙台りぼんむすびクラブ
ハンドメイドの世界へようこそ
～地域のみんなでLet’s enjoy summer!～

拡充活動 50,000円
幅広い世代を対象に、レジンや革細工、ミシン等を活用した体験活動と英語学習を通じて、世代間交流
や学び合いを促進するものづくりイベントを開催する。

3
親のココロほっとステーショ
ン「ねこやなぎ」

不登校の親の居場所『ねこやなぎ』おしゃ
べり会と多世代交流プロジェクト

新規活動 50,000円
不登校の子とその保護者が気軽に参加できるおしゃべり会を開催するとともに、地域のプロジェクトや
団体と連携したイベントの実施を通して、親の悩みに寄り添いながら多世代が緩やかにつながる居場所
をつくる。

4 キラキラ☆cafe こども食堂で、ものづくりワークショップ 拡充活動 50,000円

こども食堂の既存の活動に加え、食後に工作や手芸などのものづくりワークショップを開催し、こども
や保護者、地域住民の交流の場をつくる。

5 オーサム・ポート
こども・若者と地域で育む “まちのごは
ん” プロジェクト

拡充活動 50,000円
地域食堂や中高生の居場所の利用者と地域の店舗が協働して「荒井のまち」をイメージしたメニューを
開発・販売し、若者と地域のおとなたちが顔の見える関係を育み、多世代交流と地域の活性化を促す居
場所をつくる。

6
一般社団法人教育資源創造機
構（相談・まなび塾）

みんな集まれ！秋を楽しみ、心をつなぐ
会！Part２

継続活動 50,000円
相談・まなび塾で活動するこどもや保護者、支援する高齢者・学生・地域住民が一堂に会し、秋を感じ
られる作品づくりや芋煮会のイベントを通して交流する居場所をつくる。

7 僕らで創る遊び場 青葉と水のプレーパーク 拡充活動 50,000円

参加者が協力しながら机・ベンチ・作業台等を手作りし、こどもたちが主体的に居場所づくりに関わる
機会を創出するとともに、完成した設備を活用した自然体験や交流活動を継続的に実施し、自然の中で
安心して過ごし交流できる居場所づくりを行う。

8 ＭｙＤｒｅａｍ Ｄｒｅａｍ 新規活動 50,000円
参加者が手作りドリンクを楽しむカフェと季節イベントを組み合わせ、夏季に花火大会・カフェイベン
ト、冬季にクリスマス会・カフェイベントを実施し、自然な交流の機会をつくる。

9 あおいそら 小中学生の居場所 新規活動 40,000円
小中学生を対象に放課後の居場所を設け、地域の高齢者等の参加のもと、学習支援やレクリエーショ
ン、保護者相談、軽食づくり等を通じて多世代が緩やかにつながる居場所をつくる。

10 勝山町内会 はらぺこテラス・ござらイン勝山 新規活動 50,000円
地域の誰もが気軽に参加できるこども食堂を開催し、こどもと地域住民との交流を深めるとともに、地
域全体でこどもの成長を見守り支え合う居場所づくりを行う。

11 岩切こども会 みんなでつなぐ、遊ぶ岩切！ 新規活動 50,000円
こどもの力を学ぶ講座やこどもとおとなが一緒に楽しむこども会イベントを実施し、こどもとおとなが
共に考え実行する中で、地域のつながりを深める居場所をつくる。

12
障がい児子育てピアサポート
グループフェコンディーテ
【fecondite】

音をつくる、音でつながる
～オルゴール体験からはじまる多世代の居
場所～

新規活動 50,000円
障がい児とその保護者、地域住民を対象に、手回しオルゴールを活用した少人数制の体験型音楽交流会
を開催し、演奏鑑賞や体験を通じた交流の場をつくる。

13
特定非営利活動法人心晴
kokoroba

地域交流カフェ「ニーニ」 拡充活動 50,000円
地域のカフェを活用し、こどもや高齢者、障害者等が気軽に立ち寄れる居場所を設け、専門家等による
学びや地域住民との交流機会を含め、世代を超えた交流を促進する。

14 ママンココン運営委員会 こども門前町 拡充活動 50,000円
こどもたちが「こども店長」となり、商店街での出店に向けて多世代のチームで準備や店舗交渉を進め
るプロセスや、当日の住民との購買交流を通して、地域全体でこどもを育む居場所をつくる。

15
仙台荒町子まもりプロジェク
ト実行委員会

あらまち★子どもの居場所サミット 拡充活動 50,000円
多世代が参加し、「こどもの居場所」をテーマにした討論会と芋煮を通じた交流を実施するとともに、
小中学生が商店街へ防犯ポスター掲示や見守り協力の依頼を行い、その様子をこども主体で撮影・発信
し、安心してつながり合える居場所をつくる。


